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業　績　概　要

　兼松日産農林株式会社は，昭和40年代ラワン材の防虫処理装置として欧州で実用化されていたダブルバ
キューム法に着目し，日本で初めて真空処理法による NN 式木材防虫システムを開発しました。また，世
界で初めてプラスチックモノマーを木材に注入し木材内で重合反応させた木材とプラスチックの複合体で
ある WPC（Wood Plastic Composite）の工業化に成功しました。これらの技術を基に，水を使用しない
乾式木材保存処理技術の開発を進めました。
　1984年濃縮型実用機を兼松日産農林株式会社関東工場に設置し，乾式処理法の研究・改良を進め，1996
年より株式会社ヤスジマ（石川県金沢市）と共同研究を行い，高周波を用いた高周波型実用機を弊社に導
入し，研究を重ねた結果，飛躍的に溶媒回収技術が改善しました。その後も高周波回収法を中心に様々な
改良研究を続けております。
　乾式処理方法は，特に，乾燥材やエンジニアリングウッドの処理に適しており，住宅の構造材等で多く
使用されています。最近では，大断面集成材や，中断面集成材の防腐・防蟻効果を付与させるために使用
され，土台や柱以外の構造材の耐久性向上にも広く貢献しております。

今後の取り組み

　昨今，長期優良住宅等の取り組みにより，木造建築物に使用される部材には高い耐久性が求められてお
ります。さらに，耐久性を付与すべき部材の種類も増えております。この影響により現在，乾式処理製品
の市場は広がっております。その中で，部材によっては寸法安定性，撥水性，難燃性等の耐久性以外の機
能も要求される場面が多くなりました。今後は防腐・防蟻性能以外の機能を付与した，多機能な乾式処理
製品の開発を進め，これまで以上の市場開拓を目指していきたいと考えております。そして，乾式処理木
材の普及によって，CO2固定の観点から地球環境保全に貢献していきたいと考えております。
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